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温度 Te､圧力 Pcの無限に大きな環境系 ‡e(すなわち､dTc=0,dPc=0)の中に置か












































































dFc2=: (P2IPc)dV2, (dV2 く0). (4.1)
ここでの系では､条件 P2〉PCよりFC2は増大する｡このときの散逸関数は､形式的に
は次のように負債をもつように与えることができる｡








































































7 1= K l l~ 1 dVl/dt







甘●=甘 1 十 甘 2
= (K22A ( l l+ 1) K22 [x2 .(Pl-Pc)+ (Pe - P2)]2 ≧ 0. (6 .4)
以上に示したように､熱力学カップリングのある系の散逸関数は coupli咽系の関数
甘 1 とcoupled系の関数 甘 2 との和で与えられるが､各々の関数は正かまたはゼロで
をければならない｡すなわち








しかし､OrBagerの相反定理 LαB=LBqで記述される Seetxeck効果､Fbltier効果 そして
Thα BOrl効果などの co岬ling現象と能動輸送のような coupli咽現象とは本質的に異な
るように思える｡後者のいわゆる熱力学カップリングの対象となる現象では､cotpli咽
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